Isamu Yoshii and Kyoto -The Formation of Sakahogai by 内田, 晶
一、はじめに
吉井勇が「スバル」に「京都より」と題した短歌二十一首を




















































嵐山に遊んだのは、もう今から三十年ほど前 まだ 十一二歳の頃のことで、与謝野先生に伴れ れて伊勢紀伊の方に旅をした帰りに、北原白秋、茅 蕭々など新詩社の人達と一緒に来たのが最初だつたと思ふ」とも述べていて、ここでは比較的はっきりと記憶している。
吉井勇が二度目に京都にやってきたのは翌一九〇七（明治














七月から八月にかけて、遠く九州方面へ旅行をすることとなった。今度は、与謝野先生のほか、北原白秋、木下杢太郎、平野万里、それに私の四人だったが 与謝野先生だけが黒い背広で、あとの四人はみんな金ボタン ついた学 服を着て たのだから よそ見にはまるで修学旅行のように見えたかもしれない。 」と書いているように まだ学生風 四人を、一回り年長の与謝野寛が率 かのような旅行であったが 与謝野寛は若い勇と木下杢太郎に舞妓を見せたのである。 『洛北随筆』で「今ではもう誰の手許にも残つてゐまいと思ふ」と言っていた紀行文『五足の靴』は、 「東京二六新聞」 約一ヶ 、二十九回に渡って連載された後 長らく埋もれて たが 戦後になって野田宇太郎が発掘し、 『日本耽美派文学の誕生』などで取り上げたことで再び光が当たるこ になる。 『洛北随筆の発行された昭和十五年当時 まだ埋もれた存在であった。
『五足の靴』は五人の持ち回りで執筆され、実際の旅行から十日前後遅れながら連載されたが、署名は「五人づれ」であり、各章が誰の手によるものかは記述がない。さらに、 「五足の靴が五個の人間を運んで東京を出た。 」と う一文で始まるように、 「五足の靴」を語り手の主体としている。けれども勇自身が『洛北随筆』で「そ 紀行文の中で、私が担当したのは、丁度その始めて舞妓を見るといふ一節だつ 」と述べているので その部分は勇に近い視点で書かれた文章と考えることも一応可能ではあるだろう。また『五足の靴』では、五人はイニシャルで表されていて、勇は Ｉ生」 、与謝野寛は「Ｋ生木下杢太郎こと太田正雄は「Ｍ生」と った具合になっている。　
京都まで帰つて来た。Ｋ生の故郷だし、他二生（引用者












て捉へ難き美しい女を見た時の思は、やがて眼のあたり舞姫を眺めた時の思に似通つてゐる。黒髪の匂ひが七重に自分を巻い 、美しい幾匹の蜘蛛の乙女がひらひらと五色糸を散す。我は魔薬に酔つてゐる ではあるまいかと 温かい恐怖を覚えた時 初めて祗園に在つ 舞姫に取囲まれて居る事を知つた 一人の舞姫はよく語 。お妻八郎兵衛から油屋お紺になり、北野の天神祭から黒谷の十夜になる。長い袂を膝の上に重ねて、そ 上で赤い扇を弄ぶ。笑うたびに簪がゆれる。奇麗な声が見えぬからと灯を前に廻すと、扇で顔を半掩うて『おお はれがましや』 笑う。人形の美だ。人形が物を言ふのだ。舞をと望む。人形が立ちて舞ひ出す。帯の揺ぐのも、袂 びくのも、扇の翻え




























町の鴨川踊を見に往つたことを、今でもはつきり覚えてゐる。そ 時は一週間ほど京都に滞在してゐたのだが、その間には岡本橘仙、鈴木鼓村などといふ好事の人達に誘はれて初夏の一日を宇治に遊び、平等院や黄檗山を見物した揚句花屋敷に往つて泊つたり、橘仙君の弟で今三条の旅館万屋の主人となつてゐる金子竹四郎君 案内されて、はじめて祗園 末吉町あたり、白川に近い古びた茶屋に遊びに往き、黄色い蝋燭の灯かげで見た舞妓の美しさ 、思はず恍惚として夢見ごこちになつ いろいろと長く忘れることの出来ない印象を残し 、帰りの汽車賃は家の方から送つて貰つて、やつと東京へ立ち戻 来た。
　
私はその前年から、石川啄木、平野万里の三人で、毎月
交互に編輯することにし 、第一次「スバル」を発行してゐたところから、帰る 直ぐに今度 旅で得たいろいろ印象の中でも、最深く心に残つ ゐる「祗園」のことを主として、十首ほどの歌を作り、 りあへず翌月の「スバル」に載せたところが これが思ひの外評判がよかつたで、更に翌々月の雑誌にもつづけて又二十首ばかり 発表した。 （ 『洛北随筆』 ）
「着いた晩に茅野君に連れられて、先斗町の鴨川踊を見に往
つたこと」や、 「金子竹四郎君に案内されて、はじめて祗園の末吉町あたり、白川に近い古びた茶屋に遊びに往き、黄色い蝋燭の灯かげで見た舞妓の美しさに、思はず恍惚とし 夢見ごこちになつた」ことが「長く忘れることの出来ない」ものとなったようである。随筆『雷』 「京洛編」では「都踊はもうなかつたけれども、鴨川踊の提灯 、加茂川の水に艶めかしい灯影を映してゐて、先斗町の茶屋茶屋の前には踊見の人波が流れてゐた。 」と述べており、勇が京都を訪れ 時期に合わせて茅野蕭々は先斗町を案内したのである。 は「祗園の末吉町あり」とあるので、現在「か かくに の歌碑の建つあたりにかなり近い。
この旅行で吉井勇が得たものは非常に大きかった。 「帰ると





紅楼夢なほ覚めざるにおどろきぬ牡丹を見ては口をおもへる女紅場の提燈あかきかなしみか加茂川の水あをきうれひか七日ほど春宮冊子のなかに住みわが魂は消えて失せつも仁丹の広告も見ゆ橋も見ゆああまぼろしに舞姫も見ゆむくつけき東夷 こころ浮き百年かへ ことを忘れ ＊おしろいは厚 が可かり口紅は濃きが可かりと云ふは誰が子ぞ舞姫とともにわたればおもしろし四条 橋も五条の橋も＊円山の長椅子に凭りてあはれに 娼婦のあそぶ春のゆふぐれ香煎の匂ひしづかにただよへる祗園はかなし一人歩めばゆるやかに『だらり』の夢のうごく時はれがま やと君云ふ時先斗町のあそびの家の灯 うつる水なつかしや君とながむる落ちたるは地獄太夫か黒髪か千鳥が置きて往きし柳か南座の幟の音がこころよくわが机までひび 来る時さかづきす岡崎にすむ先生の髭なつ しと云へる女やみあがり吉弥がひとり河岸に立ち河原蓬に見入るあはれ君とゆく河原 たひぞおもしろき都ほてる 灯ともしごろ
をめずらしき清元を誰が歌ふらむ祗園そぞろに吉原おもほゆそのむかし伊左が慕ひし軒行燈伊左のごとくにわれも慕へる
世に名高い「かにかくに祗園は恋ひし」が冒頭を飾っている




とともに、 「女紅場」 「加茂川」 「円山」 「先斗町」 「南座」などの地名も多い。
七首目の「仁丹の広告」はおそらく当時の都市風景を象徴す





































































く。この後、勇は妻 醜聞の末の離婚、土佐で 隠棲生活などを経て、昭和十三年、京都北白川に居を構える。この時期にると京を詠んでも自然や人生の侘しさ 目 向けたもの 多く
なる。戦中戦後の一時期に越中や京都府下八幡での生活を余儀なくされるものの、その生涯を閉じるまで京都に暮らした勇の晩年の作品については 青年、壮年期の「祗園もの」との比較や、戦後に手がけた「都踊」の歌詞との関係なども含めて検討が必要であるが、長い期間にわたるものでもあり、稿を改考察してみたい。



















12）紅野敏郎「 『明星』 『スバル』時代の吉井勇」 （ 『短歌』一九九〇年十一月号）
（
13）木俣修『吉井勇 　
人と文学』
（ウチダ 　
アキラ 　
嘱託研究員）
